
委 員 会 議 事 概 要 

１ 委員会名 令和４年度 第３回沖縄海区漁業調整委員会 

２ 開催日時 令和４年６月 10 日（金） 14:00～15:19 

３ 開催場所 沖縄県庁６階第２特別会議室 

４ 出席委員 

(定数 15 名中 11 名) 

         
 

（会場参加） 

上原亀一委員、赤嶺博之委員、大城和夫委員、大嶺嘉昭委員、 

八前隆一委員 

（Ｗｅｂ参加） 

池田博委員、当真聡委員、伊良波宏紀委員、大谷健太郎委員、 

藤田喜久委員、城間恒浩委員 

５ 議事録署名人 赤嶺博之委員、大谷健太郎委員 

６ 議事内容 

(1)第 1 号議案 浮魚礁の敷設承認申請について（P1～P30、別添） 

【要 旨】 
 

 

 

 

 新規承認申請が２基（沖縄市漁協）と再承認申請 125 基（本部町、名

護漁協、伊江漁協、伊江村、今帰仁村、北谷町、浦添市、那覇市沿岸・

那覇地区・県近海鮪漁協、糸満漁協、渡名喜村漁協、久米島漁協、久米

島町、与那原・西原町漁協、金武漁協、金武町、伊良部漁協、八重山漁

協、与那国町漁協、沖縄県）があった。原案のとおり全て承認された。 

【特記事項】 特になし。 

 (2)第 2 号議案 ウミガメの採捕承認申請について（P31～P41） 

【要 旨】 
 

 試験研究目的１件（石垣島ウミガメ研究会）の申請があった。原案の

とおり承認された。 

【特記事項】 特になし。 

 (3)協議事項 ソデイカ委員会指示に向けたスケジュールについて（P42～P49） 

【要 旨】 
 

 

 

 今年の９月末に現在のソデイカの委員会指示の期限が切れるため、新

たな委員会指示の発動のために、９月の海区委員会では、その委員会指

示が議案として提案される見込みである。今後の作業内容とスケジュー

ルの事務局案について説明を行った。また７月 15 日に奄美海区漁業調整

委員会事務局と Web にて情報交換を行うことも報告した。 

【特記事項】 【当真委員】ソデイカの水揚げ状況で漁協のなかでも考え方に温度差が

あるため、生産者委員会を立ち上げる動きがある。次回の会議までに、

その委員会の動きを確認してほしい。 

【上原議長】昨年も生産者の意見を取り入れるべきだとの指摘があった。

漁連が音頭を取るべきだという話もあったので、急ぎで調整をし、生産



者委員会、意見交換会が持ちたい。その意見も踏まえて、アンケートも

含め来期に向けての調整に入りたいと思うが、いかがか。 

【当真委員】そうすれば、まとまりやすくなると思う。 

【八前委員】アンケートの質問で、単に漁期を変えたいかどうかという

質問では、今の資源の状況よりも、経済的・経営的事情を優先して、漁

期の延長を希望する意見が多くなる恐れがある。資源の状況から判断し

た上で、漁期の変更の必要性を議論する必要がある。アンケートの質問

の仕方を事務局で考えてほしい。 

【事務局】ソデイカアンケートについては、前年度も意見あったので、

検討したい。ただ、前からの比較を考えると、アンケートの内容をどこ

まで変えるかを考える必要がある。継続して動向を見るためには、今の

アンケート項目を大幅に変えることは出来ないが、今の質問の仕方では

経済的な事情が漁期の意向に反映されることもあり得るので、内容につ

いて検討したい。 

【八前委員】それでお願いしたい。 

【城間委員】漁期の希望のアンケートで、理由は書き込むようにしてい

ないのか。なぜそうしたいのかを質問しないのか。 

【事務局】アンケートは、その項目も含めて、それ以外も、その他の自

由意見欄に書くことは可能だが、項目についての質問ではないため、広

範な内容が記載されることがある。ある一定のことを反映させる必要が

あれば、特定のアンケート項目を設定する必要だ。 

【上原議長】これまで委員会指示の期間等の変更を希望する場合は、そ

の理由、なぜそう思うのかという質問事項はあってもいいのかもしれな

い。各委員の皆さんも異議がなければ、アンケート案の作成の段階でそ

れを加味した案を事務局につくって進めてもらいたいと思う。その案の

作成には、その旨を加味した案をつくってください。 

 (4)報告事項 1 資源管理状況等の報告と次期切替要望のとりまとめ結果及び、漁場計画

素案ついて（P50～P70） 

【要 旨】 
 

令和５年度に、漁業権の一斉更新が行われる予定である。それに向け

て、漁業権者から提出された資源管理状況等報告の取りまとめと来年５

月の次期漁業権切替に係る要望調査の取りまとめの結果についての報告

があった。また、今後のスケジュールと今年の８月に漁場計画（素案）

作成についての報告もあった。 

【特記事項】 特になし。 

 (5)報告事項 2 全国漁業調整委員会連合会九州ブロックの議題等について（P71～P75、



別添） 

【要 旨】 
 

海区漁業調整委員会の全国組織である全国海区漁業調整委員会連合会

は、ブロックごとに毎年１回会議を開催している。当海区委員会は九州

ブロックに所属している。会議は九州各県が持ち回りで開催していて、

令和４年度は長崎県が開催県で、10 月 27 日から 28 日に長崎市内での開

催を予定している。この会議で、全国と九州との２種類の要望事項を各

会議から８月末までに提出することになっている。前年度は、本海区か

ら九州ブロックに３件要望した。本年度も昨年提出した３件を継続して

提出予定であることを説明した。 

【特記事項】 特になし。 

 (6)その他 沖縄海区漁業調整委員会指示違反に対する処分方針の改正について 

【要 旨】 
 

 先月の海区委員会で承認された海区漁業調整委委員会指示違反に対す

る処分方針改正について、６月 1 日に施行した。その内容は委員会のホ

ームページで公開し、関係箇所にも周知したことを報告した。 

【特記事項】 特になし。 

 


